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ŎŦťį…ŋį…ŐŬŪůŢŸŢ…œŦť…CųŰŴŴ…ŉŰŴűį

ႉ઄ًࠐ

　死亡の࿩２ώ月ஜにࢋታ性෹炎の診౯にて入院。

治療にて١ࠚし、ప院予೰であった。しかし、入院

࿩２਩間後、ಓ૙後にቅណ排੄困難をஶえ、同日、တ、

心෹೪গ状態となる。Cőœ後、心ฏ再開し、ICŖ

にഢ൓し、以後 ICŖ管ၑとなる。ICŖഢ൓後、十

日目に気管切開を施行し、呼吸ܕによる管ၑを開ই

した。その後、状態が٨஝したために、τスάτー

ターをၗ౎、カΣューτをาݲし、経口ொ管に切り

ఢえようとしたところ、気管切開部付߃から大ၾ੄

ࠬがあり、治療を行うも、ྨזされた。尚、死亡ஜ

日の࿡、気管切開部よりฏ動性の੄ࠬとࠬգ೩ئを

一時的に認めた。

ႉ઄ષ͈݃࿚

　気管੄ࠬの原因。　気管・腕頭動脈瘻の有ྫ。

৽要病ၑਫ਼ࡉ

ӱ（気管切開術後）気管・腕頭動脈瘻

Ӳࢋታ性෹炎

ӳ෹༾ߗ内へのࠬסの充ྖ

病ၑ学എࣉख़͈ٽ要

　本例は気管切開後の患者で、ཎ検にて気管と腕頭

動脈の間に瘻ࢢ形成が認められた。

　瘻ࢢは気管切開部のೄئと腕頭動脈がֲ総ࠛ動脈

とङࣸئ動脈に分ܚする部分との間にできていた。

　ழ૕学的に気管切開部の外௰では、多ݴړळ༾を

まじえるරٔழ૕が௩生しており、その一部は腕頭

動脈༃にోしていた。

　以上のਫ਼ࡉから、気管切開にฺう炎症が஗װ化し、

ྕ性の炎症が動脈༃にోしたために、気管との間に

瘻ࢢを形成したものとଔ೰された。

　また、気管௰の病௏が気管切開部のೄئであった

ことから、一時的な੄ࠬの೪গは、死亡ஜ日の࿡の

੄ࠬ時に、ொ管Ιューήをௌ作したことにより、カ

フが੄ࠬ点をգทしたためとଔ೰される。

　死因は気管・腕頭動脈瘻が形成された結果、多ၾ

のࠬסが෹にၠ入し、۟気障害を֨きܳこしたため

と考える。

႕̹֦֚̽̈́͂ࡔȆუ頭൲ྤឝ̦ঘཌۯܨ͈ࢃ੅ٳ୨ۯܨ
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